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光る海　青い空　松のみどり　私たちは美浜の自然を守ります。 2013.1　みはま
２

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
25
年
の
清
々
し

い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
３
月
に
美
浜
町
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
直
後
に
「
東
日
本
大
震
災
」
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

今
も
な
お
そ
の
巨
大
津
波
の
爪
痕
が
痛
々

し
く
残
る
中
で
、
懸
命
に
復
興
に
向
け
て
ご

努
力
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
対
し
ま
し
て
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
８
月
に
国
の
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
た

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
と
も
な
う
津
波
被

害
想
定
は
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
最
悪
の

場
合
、
津
波
高
18
メ
ー
ト
ル
、
浸
水
率
45
．３

パ
ー
セ
ン
ト
と
町
土
の
約
半
分
が
被
災
す
る

と
い
う
驚
愕
の
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
に
向
け
て
防
災
面
で
は
地
域
の

皆
様
と
連
携
・
協
働
し
て
自
助
共
助
に
努
め
、

さ
ら
に
は
行
政
に
よ
る
公
助
を
含
め
防
災
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
最
大

の
課
題
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
を
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
早

や
３
年
目
を
迎
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

社
会
情
勢
は
依
然
と
し
て
景
気
回
復
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
当
町
に
と
り
ま

し
て
は
本
年
も
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
福
祉
、

産
業
振
興
、
教
育
、
環
境
な
ど
町
政
の
諸
課

題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
緑
と
絆
で
築
く
ま
ち　
美
浜
」

の
実
現
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
厳
し
い
な

か
に
も
笑
い
と
元
気
で
感
動
の
あ
る
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
前
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
ど
う
か
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
明
る

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年　

元
旦

美浜町長
森下  誠史

新
年
明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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汗と希望　たゆまぬ努力　私たちは日々の仕事にはげみます。

ペットはルールを守って飼いましょう

■ 新しく犬を飼うときは必ず「登録」しましょう
　「登録」は犬の戸籍です。
　転入、転出、飼い主が変わったとき、亡くなったときも連絡してください。
■ 狂犬病予防注射は毎年１回必ず受けましょう
■ 犬の放し飼いはやめましょう
　① 屋外で飼う場合は、鎖などでしっかりとつなぐか、柵やオリなどの囲いの中で飼いましょう。
　② 飼い主が散歩に行けないといって、犬を野放しにするのはやめましょう。
　③ 散歩の時は必ずリード（引き縄）を付け、犬を制御できる人がしっかりと持ちましょう。
■ フンの後始末をしましょう
　散歩の時はビニール袋などを持参し、フンをしたら必ず持ち帰りましょう。
■ 繁殖を望まない場合は、出来るだけ「不妊・去勢手術」を受けてください
■ 一度飼ったら最後まで責任を持って飼いましょう
■ 迷子になった場合に備え、首輪には「飼主の連絡先を記入した名札」を付けましょう
　犬には「鑑札」と「狂犬病予防注射済票」を首輪に付けるようになっています。
■ 野犬、野良猫にエサをあげないでください
　「かわいそう」などといった安易な気持ちで野犬、野良猫にエサを与えると繁殖してしまい、その結果、近所に
多大な迷惑をかけることになります。
　野犬、野良猫にエサを与えるということは、飼主と同じ責任を負うことになりますので、エサをあげる前に、今
一度よく考えてください。

● 問い合わせ先　健康推進課　℡ 23－4905

野生動物による被害防止について

　イノシシ・タヌキなどの野生動物による農作物被害、住宅への侵入などの生活環境被害が増加しています。
　野生動物に餌付けをすることは、生息数の増加や、集落へ出没しやすくなる原因となります。
　野生動物による被害を減らすには一人一人の対策と協力が必要です。

■ 野生動物にはエサを与えない
　野生動物にエサを与えてしまうと、生息数の増加や、人に慣れてしまい被害が増える
可能性があります。
　野生動物は自然界にあるエサで生活しています。
　むやみにエサを与えることはやめましょう。

■ 廃棄農産物や収穫残渣、生ゴミは適切に処理する
　廃棄した農産物や、生ゴミを放置すると野生動物のエサとなる可能性があります。
　土に埋めたり、コンポストを利用するなど野生動物に食べられないような対策をしましょう。

■ 耕作放棄地や田畑の周囲の雑草などを定期的に刈り払い、見通しをよくする
　手入れがされていない耕作放棄地は、野生動物にとって絶好の隠れ場所となっています。
　雑草などを刈り払うことで、野生動物の近づきにくい環境にしましょう。

■ 農地・家庭菜園の周囲などに防護柵を設置するなど対策をする
　電気柵やワイヤーメッシュなどの防護柵により、野生動物から農作物を防護しましょう。
　なお、農業者が防護柵を設置する場合は、条件および予算の範囲内で補助の対象となります。

● 問い合わせ先　産業建設課　℡ 23－4951



笑顔と健康　ふれあう心　私たちは住みよい町をつくります。 2013.1　みはま
４

ひまわりこども園
■ 補導委員さんによる防犯教室開催！
　11月２日、補導センターの方や町の補導委員さん、和田の駐在所の方が来園。
　補導委員さんが３～５歳児を対象に、遊びに行った帰り道、知らない人に声
をかけられた時どのように対処すればよいのかを、人形劇で教えてくれました。
子どもたちは、真剣に見入っていました。
　その後、おまわりさんが、特に『いか・の・お・すし』が大事だと説明して
くれました。
　また、きしゅう君のステッカーが貼っている家に逃げ込むと安全で助けてく
れることや、防犯ブザーを持っているといざという時に役に立つことも教えて
くれました。
■ 大地震発生後、津波が来るとの想定で役場まで避難訓練！
　11月６日、南海トラフ付近で大地震が発生し18メートル級の大津波が来襲
するとの想定で、全園児が役場までの避難訓練を行いました。
　地震発生の放送を聞いた後、防災ずきんをかぶり、揺れがおさまるのを待ち、
先生の指示、誘導に従いひとまず園庭集合。人数確認をし、５歳児と３歳児、
４歳児と２歳児が手を繋ぎ、県道を歩き避難しました。
　子どもたちは少し緊張した面持ちでしたが、泣く子もなく必死に足を運んで
いました。
　前回よりも５分早く、11分で役場まで到着することができました。
■ 発表会
　12月１日に、３・４・５歳児の発表会を行いました。
　少し肌寒い天候でしたが、保護者の方や地域の方が大勢来園。観客が見守る
中、子どもたちはダンス、合奏、オペレッタ、手話の歌などをみんなで力を合
わせて元気いっぱい発表しました。
　祖父母や保護者の方は子どもたちのしぐさやポーズにおもわず『かわいい
～！』と感嘆の声をあげ、目を細めて嬉しそうに見入っていました。子どもた
ちは温かい拍手をいただきとても満足そうでした。

和田小学校
■ 教育のトレンド　―情報化と授業改善―　
　日高地方視聴覚教育研究会の会場として、２学期の後半、管内小中学校
の先生方に６年生の算数科「変わり方を調べて」の授業を参観してもらい
ました。
　数量の変わり方の表を大型テレビに映し、自作教材をパソコンで操作し
わかりやすく理解させる工夫をしました。
　教育の情報化が進む中、デジタル教材が普及してきており、本校では高
学年を中心に国語科や算数科でデジタル教科書を活用した授業を行ってい
ます。
　様々な分野で急速に社会のデジタル化が進んでいます。
　現在を生きる子どもたちは、ごく自然に社会の変化に対応し日々の生活
を送っており、これからの教育は社会の変化に遅れることなく取り組んで
いくことが必要です。
　また、本校は比較的、多人数の学級がある中、子どもたちによりわかる
授業を行うために指導方法の工夫改善に努めています。
　特別に配置された教員を活用し、複数教員による授業、いわゆるティー
ムティーチングを行っています。
　一斉授業で子どもたちがつまずいている所を見つけて個別に指導したり、
教材を機器など使いわかりやすく説明や提示したりするのに効果的です。
　表現力や書く力を高めるために、発表の仕方やノート指導にも取り組ん
でいます。
　子どもたちが安心して授業を受け、教師と子どもの信頼関係が深まり、
意欲的に学ぶ子どもが増えていくことを目指しています。　　

イカ … 知らない人についてイカない
ノ　 … 知らない人の車にノらない
オ　 … 危険を感じたらオおごえを出す
スシ … 危ない目にあったらスぐに近くの人にシらせる

※ 町ホームページに「教育委員会について」をアップしています
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歴史と伝統新たな歩み私たちはふるさとの文化を高めます。

松原小学校

松洋中学校
■ 学校開放週間（11月５日～９日）終了
　のべ178人の保護者や地域の方々にお越し
いただき、ありがとうございました。
　文化展や校内音楽会、共育ミニ集会、３年
生の進路説明会と盛りだくさんの内容でした。
　学校開放週間に限らず、いつでも学校は開
放していますのでお気軽に授業などの参観に
来てください。

■ とても良かった！！「校内音楽会」
　保護者の方や地域の方々に大勢（90人以
上）聴きに来ていただき、ありがとうござい
ました。
　クラス合唱、学年合唱、職員合唱と、盛り
だくさんの内容でした。
　結果は、金賞 ３年１組、銀賞 １年３組、
銅賞 ２年１組でした。
　他のクラスもすばらしかったです。

■ 平成24年をふりかえって思うこと
　今年は、１月の紀南新人駅伝の優勝から始
まり、県駅伝、日高地方駅伝と全ての大会を
制した駅伝部の活躍が目を引きました。

■ 県新人大会の結果　(11月10日)
・柔道の部
男子
６０Ｋｇ級　３位　角　昌希
６６Ｋｇ級　２位　北田雄海
女子
５２Ｋｇ級　３位　北田弥有
■ 県中学校駅伝競走大会（11月18日）
男子
優勝　（６年ぶり５回目）　59分14秒（18km）
　１区　川合隼平　２区　大石海斗　３区　松元大晟
　４区　吉川　真　５区　池内拓郎　６区　福田　翔
　控え選手　岡田柊哉　中嶋頌磨　稲田悠人
区間賞　２区 ３位、３区 ２位、５区 １位
　この結果、12月２日近畿大会（吹田市）、12月16日全国大会
（山口市）に出場することになりました。
女子
40位　（中谷・赤松・中西・松永・東）
■ 日高地方中学校駅伝競走大会（11月23日）
男子
優勝　（６年ぶり16回目）　52分19秒（16km）
　１区　福田　翔　２区　大石海斗　３区　松元大晟
　４区　池内拓郎　５区　岡田柊哉　６区　川合隼平
区間賞　２区、３区、４区､６区で１位、５区２位
　オープン（吉川・山本・中嶋・稲田・辻原・礒崎）も、10位
相当の順位でゴールしました。
　今回の優勝で、優勝回数が日高地方大会で最多となりました。
女子
18位　（東・中谷・赤松・中西・田端）　

■ 校内音楽会
　11月16日に校内音楽会を開催し、２学期に入り各学年で
合唱や合奏の練習を重ねてきた成果を発表しました。
　地域の方々や保護者の方々が、お忙しい中多数来場し声援
を送ってくださいました。
　子どもたちはその声援に応えるべく、一生懸命演奏。
　また、友だちの演奏を応援し、聴き入っていました。
　ボランティア委員会は、司会や全員合唱に向けた練習に取り組みました。
　委員さんが中心となって各教室で手話を指導し、練習。本番では全校で
手話を行いながら「世界にひとつのだけの花」を歌い成果を発表しました。
　振り返ってみますと、それぞれの子どもたちが演奏や合唱に、見学する
態度に一生懸命努力した音楽会であったと思います。ご声援くださいまし
た方々に御礼申し上げます。
　共啓会からは有志の方々が出演し、「共啓会コーラス」として２曲披露。
夜間の練習を経て、本音楽会に華を添
えてくださいました。ありがとうござ
いました。

■ 平成25年、新しい年の始まりです
　昨年中に賜りましたご支援に感謝し
つつ、本年も子どもたちが健やかに成
長しますよう願い職員一同努力いたし
ますので、皆様のご理解とご支援をよ
ろしくお願いいたします。
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愛とはげまし　育てる心　私たちは美浜の明日を信じます。

館
報

美
は
万

　

美
浜
町
教
育
委
員
長古

屋　
　

修

　

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
お

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
皆
様
方
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
美
浜
町
の

教
育
の
振
興
・
発
展
に
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
癸
巳
」
で
す
。

干
支
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
一
年
の
始
ま
り
に

当
た
っ
て
そ
の
年
の
幸
運
を
願
っ

て
き
ま
し
た
。
十
二
支
の
６
番
目

「
巳
」
は
動
物
の
「
へ
び
」
が
当

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
漢
字

の
語
源
は
胎
児
を
表
し
た
も
の
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
母
親
が
お

腹
の
中
で
包
み
込
む
よ
う
に
し
て

い
る
様
を
表
し
た
漢
字
で
、
巳
年

は
新
し
い
誕
生
を
意
味
す
る
年
と

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、

「
へ
び
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

我
慢
強
さ
や
執
念
深
さ
な
ど
の
特

徴
を
そ
の
ま
ま
意
味
と
し
て
使
わ

れ
、
恩
を
受
け
た
と
き
に
は
そ
の

恩
に
報
い
る
と
い
っ
た
性
格
を
持

つ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
生
命
力
の
強
さ
か
ら

「
命
」
そ
の
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
ま
た
稲
作
の
守
り
神
と
し

て
信
仰
さ
れ
、
転
じ
て
財
産
の
守

り
神
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

昨
年
は
全
国
的
に
辛
い
出
来
事
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
か
ら
は
、
事
件
・
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
加
害
・
被

害
を
問
わ
ず
子
ど
も
が
関
わ
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
は
心
を
痛
め
ま
す
。
京

都
府
亀
岡
市
で
起
き
た
「
暴
走
車

に
よ
る
事
故
」
。
そ
の
後
、
同
様

の
事
故
が
続
き
、
多
く
の
子
ど
も

や
大
人
が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
県
大
津
市
の
「
い
じ

め
問
題
」
が
大
き
な
波
紋
と
な
り
、

全
国
各
地
で
同
様
の
問
題
が
表
面

化
し
、
11
月
末
に
文
科
省
か
ら
発

表
さ
れ
た
半
年
間
の
い
じ
め
の
認

知
件
数
は
相
当
な
数
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
何
事
も
な
く
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

経
験
を
重
ね
磨
か
れ
な
が
ら
成
長

し
て
い
く
も
の
で
す
。
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
、
時
に
は
失
敗
を
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
決
し
て
不
思

議
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、「
い
じ
め
」
は
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
で
す
。
事
象
に
対
し
て

「
早
期
発
見
」
と
「
適
切
な
指
導
」、

そ
し
て
「
早
期
解
決
」
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
学
校
や
教
育
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
家
庭
や

地
域
の
皆
様
方
に
も
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
て
い
た
だ
い
て
子
ど
も
の

出
す
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
図
る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
穏
や
か
な
明

る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し

つ
つ
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

下
原
し
ず
こ

冬
晴
れ
て
薄
う
す
見
え
る
昼
の
月

捨
て
切
れ
ぬ
物
あ
ま
た
な
り
十
二
月

下
村　

十
美

ロ
ー
ソ
ン
の
新
規
開
店
十
二
月

白
菜
を
ざ
く
り
と
割
る
や
半
日
陰

田
端
美
弥
子

た
ぐ
り
寄
す
記
憶
の
中
の
冬
の
虹

毛
糸
編
む
十
指
そ
れ
ぞ
れ
役
目
あ
り

中
村
つ
た
子

凩
や
衿
元
立
て
て
帰
路
に
立
つ

灰
色
の
空
に
変
り
て
木
の
葉
散
る

森　
　

栄
子

紅
葉
狩
り
テ
レ
ビ
で
名
所
巡
り
か
な

波
の
音
小
春
日
和
の
子
守
唄

西
田　

和
代

行
く
人
も
我
も
咳
し
て
風
と
が
る

冬
に
入
る
気
配
と
ら
へ
し
膝
頭

年
頭
に
寄
せ
て

美
浜
俳
句
会



第
44
回
美
浜
町
文
化
祭
美
浜
合
同
俳
句
会
入
賞
作
品

　

次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

第
一
席　

ゆ
っ
く
り
と
秋
の
日
回
す
観
覧
車　
　
　

下
原
し
ず
こ

第
二
席　

格
別
な
お
焦
げ
の
味
や
茸
飯　
　
　
　
　

吉
田
チ
エ
子

第
三
席　

初
歩
き
す
る
子
に
拍
手
草
紅
葉　
　
　
　

西　
　

静
代

第
四
席　

神
の
留
守
な
れ
ど
当
番
怠
た
ら
ず　
　
　

平
尾　

晴
美

第
五
席　

甘
藷
掘
る
夫
七
十
路
の
逞
ま
し
や　
　
　

中
村
つ
た
子

あ
ざ
な

ま
な
こ

た
つ
き

第
44
回
美
浜
町
文
化
祭
短
歌
会
入
賞
作
品

　

11
月
７
日
、
松
原
地
区
公
民
館
に
て
開
催
。

　

互
選
の
上
、
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
文
化
協
会
賞
】

第
一
席　

野
分
過
ぎ
十
六
夜
の
月
皓
々
と
乱
れ
糾
ふ
地
上
を
照
ら
す　
　
　
　
　

田
端
喜
美
子

第
二
席　

膝
小
僧
上
げ
る
行
進
勇
ま
し
く
芽
吹
き
の
よ
う
な
児
ら
に
感
動　
　
　

豊
田
安
都
子

第
三
席　

中
天
に
纏
ふ
雲
な
く
丸
き
月
星
さ
へ
見
え
ぬ
孤
高
の
光　
　
　
　
　
　

山
本　

範
子

第
四
席　

幼
子
の
眼
の
高
さ
に
風
や
さ
し
コ
ス
モ
ス
濃
淡
の
戯
れ
止
ま
ず　
　
　

山
岡　

紀
江

第
五
席　

替
け
違
ふ
ボ
タ
ン
を
直
す
秋
の
朝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
出
て
行
く
夫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
垣
加
代
子

【
は
ま
ゆ
う
短
歌
会
賞
】

◎
い
つ　

も
混
迷
続
く
政
界
に
置
い
て
き
ぼ
り
な
る
庶
民
の
生
活　
　
　
　
　
　

杉
森　

侯
子

◎
秋
空
に
凛
と
そ
び
ゆ
る
根
来
寺
の
大
塔
胸
打
つ
文
化
財
め
ぐ
り　
　
　
　
　
　

味
村　

愛
子

◎
娘
ら
二
人
の
花
嫁
姿
を
見
る
ま
で
は
生
き
て
い
た
い
と
夫
の
慟
哭　
　
　
　
　

高
垣　

寿
子

◎
台
風
は
は
る
か
南
の
海
上
に
波
打
ち
寄
せ
る
浜
は
騒
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
佳
世
子

2013.1　みはま
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美
浜
町
文
化
協
会 

副
会
長 

龍
神 

節
代

　

第
44
回
美
浜
町
文
化
展
・
芸
能
部
発
表
会
を
11
月
17
・
18
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

17
日
は
大
雨
の
中
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

18
日
は
天
気
も
回
復
し
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
文
化
展
は
、
出
品
者
総
数
６
６
６
名
、
作
品
総
数
１
０
３
４
点

（
小
学
生
作
品
含
む
）
、
今
ま
で
に
な
い
分
野
の
大
作
も
あ
り
入
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
皆
様
の
一
層
の
ご
精
進
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
芸
能
部
発
表
会
に
際
し
、
大
変
な
雨
の
中
大
勢
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

部
員
の
皆
様
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
心
を
合
わ
せ
て
、
町
の
文
化
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
い
、
御
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

美
浜
町
文
化
展
・
芸
能
部
発
表
会
を
終
え
て

迠
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　今大会は、町内各所を中継所としたコースを設定しています。（一区間約

２km程度）

　つきましては、一部地域で交通規制区間がありますので、住民のみなさん

には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力よろしくお願いします。

成人式祝賀第51回美浜町駅伝競走大会
のお願い

日時　１月13日（日）10時30分スタート

※交通規制区間（午前10時～午前11時30分）

　三尾郵便局前～本の脇三叉路
　中央公民館～喫茶きゃら前交差点

※最終走者通過後解除

　

11
月
25
日
、
第
７
回
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
男
女
混
合
の
部
８
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝
・
Ｇ
ａ
ｌ
ａ
ｘ
ｙ

　
　
　
　

監
督　

平
山
星
治

　
　
　
　

選
手　

平
山
星
治
・
平
山
淳
子
・
浜
口
理
恵
・
安
宅　

諒

準
優
勝
・
上
田
井
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　

監
督　

権
神　

司

　
　
　
　

選
手　

河
本
直
樹
・
中
谷
正
司
・
木
村
泰
伸
・
岩
崎
陽
子

　
　
　
　
　
　
　

川
端
智
子
・
小
林
直
美

第
７
回

町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

Galaxy

上田井
スポーツクラブA

Galaxy

上田井
スポーツクラブA
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美浜町立 図書館だより友学の森

１月 休館日のご案内

※○で囲んだ日が休館日です。
※休館日は月曜日・祝日・月末等です。
※開館時間は午前9時30分～午後６時です。

SUN

7

14

21

28

1

８

15

22

29

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

４

11

18

25

５

12

19

26

6

13

20

27

MON TUE WED THU FRI SAT

☆１月12日（土）　
☆午前10時～午前10時30分
☆中央公民館 研修室
☆幼児・児童を対象とした「森の
　オアシス」による絵本・紙芝居
　の読み聞かせです。
　毎月第２土曜日に開催しています。

今月のおはなし会

オリコン
年間ランキング
オリコン

年間ランキング

ダイエット関連本が人気拡大・・・
　首位は【骨盤枕】　ロングブレスは100万部に
ダイエット本初の年間首位
　～2008年の調査開始以来初のミリオンセラー「０作」～

2012年
オリコン本
ランキング

　オリコンが12月３日、WEB通販を含む全国書店1907店舗からの実売データをもとに集計した『オリコン
2012年年間“本”ランキング』を発表しました。
　BOOK（総合）部門は、骨盤枕付きの『寝るだけ！ 骨盤枕ダイエット』（昨年2月発売／学研パブリッシング）が売
上79.2万部を記録し、2008年の調査開始以来、ダイエット本および近年のトレンドである付録付き書籍として初の
年間首位となりました。
　また俳優・美木良介の、自身が提唱する“ロングブレスダイエット”本がいずれもヒットし、３冊トータルで100万
部を超えミリオンセラー作家の仲間入りに。
　一方で毎年誕生していた単独書籍でのミリオンセラー作品は今年、調査５年目で初の「０作」となりました。
　年間首位の『寝るだけ！　骨盤枕ダイエット』は、美容鍼灸の第一人者・福辻鋭記氏が監修。
　“１回５分、腰の下に「骨盤枕」を置いて寝るだけで即おなかがぺったんこになる”というダイエット法を紹介し、
テレビなどで特集されるたびに売上を伸ばしていきました。
　福辻氏はヒットについて「約２年間もの間、売れ続けているのは、効果の出やすい簡単なダイエット法というだけで
なく、身体の要である骨盤を調整することで便秘、腰痛、むくみ、冷え、生理痛など、諸々の体調不良が改善されると
いうことも大きいのではないかと思います」と分析しています。

新しい年が皆様にとって佳き年でありますよう
お祈り申し上げます。
本年も図書館ご利用の程よろしくお願い申し上げます。



親子で遊ぼう　１月の予定

11月はこんなことをしたよ

15日（火）　お正月遊び　

22日（火）　親子体操

■ 11月６日（火）　『保健師さんのお話　～きれいな手にしてバイバイキーン～』
　保健師さんにペープサートを使って手洗いの大切さを教えてもらいました。

ひまわりこども園『子育てつどいのへや』

■ 11月13日（火）　『散歩に出かけよう！』
　絶好の散歩日和で、三宝寺に行き、たくさんの菊をみせてもらいました。
　近くの林の中で、どんぐりを拾いました。

■ 11月20日（火）　『小麦粉粘土』
　小麦粉に赤や緑、黄色の食紅水を加えてできた粘土で、いろいろな物を作りました。

● 問い合わせ先　ひまわりこども園　℡ 22－3650

2013.1　みはま
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■ 準要保護就学援助費制度
　経済的な理由によって、就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に対して、義務教育を円滑に実施する
ことができるよう、学用品費や修学旅行費など一定の援助を行う支援制度です。
　この制度を利用したい場合は、お子さんが通学する学校に相談してください。
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児童手当のお知らせ

　児童手当制度は、児童を養育している方に児童手当を支給することにより、家庭などにおける生活の安定に寄与
するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としています。

■ 支給対象
　中学校修了前の児童（15歳になった後の最初の３月31日までの児童）を養育している方
　※ 児童養護施設などに入所中の児童の手当は施設設置者などへの支給となります

■ 支給額（児童１人当たりの月額）

第31回 美浜町農業まつり

　第31回美浜町農業まつり【輝け！美浜農業】が12月９日に開催されました。
　恒例の農産物品評会（出品数184品）、模擬店コーナー、和歌山住みます芸人わんだーらんど司会によるビンゴ
ゲームや漫才、夢屋舞組によるよさこい踊り、もちつき、最後に「もちまき」などが行われました。
　雪がちらつく寒い中、来場いただいた多くの方々、協力くださった関係者のみなさんのおかげで盛大な農業まつ
りとなりました。

■ 児童手当を受給するためには申請が必要です
　出生・転入などにより新たに児童手当の受給資格が生じたときまたは支給対象の児童が増えたときには、忘れず
に住民課へ申請してください。（※ 公務員の方は勤務先での申請となりますので、勤務先に確認してください）
　手当は原則として、申請した月の翌月分からの支給となります。
　ただし、出生日や転入日（前住所地の転出予定日）が月末に近い場合、その日の翌日から起算して15日以内の
申請であれば、出生日・転入日の月の翌月分からの手当を受給することができます。
　申請が遅れますと、遅れた月分の手当を受給出来なくなりますので、注意してください。

● 問い合わせ　住民課　℡ 23－4904

■ 支給月
　原則として、６月（２～５月分）、10月（６～９月分）、２月（10～１月分）の年３回

※養育する児童（18歳になった後の最初の３月31日までの児童）のうち、年長者から第１子、第２子…と数えます。

３歳未満

３歳以上小学校修了前

中学生

１５，０００円
１０，０００円
１５，０００円
１０，０００円

所得制限限度額
未満の受給者

所得制限限度額
以上の受給者

５，０００円【第１子、第２子※】
【第３子以降※】



■ 保険料の一部免除
　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者の前年の所得（１月から６月までに申請する場合は前々年の所
得）が一定額以下の場合には、申請して承認されると納付が免除される制度があります。
　この場合免除される保険料額には、全額、４分の３、半額、４分の１の４段階があります。（半額免除は平成
14年４月から、４分の３免除と４分の１免除は平成18年７月から導入されました）
　このうち、４分の３免除、半額免除、４分の１免除は、納付すべき保険料の一部が免除されることから一部免除
といいます。この一部免除を受けた保険料の残りの保険料、つまり免除を受けていない保険料は、必ず納めなけれ
ばなりません。
　この保険料の納付を怠ると免除が承認されても保険料未納期間となってしまいますので、注意が必要です。

■ ４分の３免除の場合
　保険料の４分の３免除というのは、毎月の保険料の４分の３が免除されるものですが、
残りの４分の１の保険料は必ず納めなければなりません。
　平成24年度の場合では、４分の３免除を受けると月額１１,２３０円が免除され、残
りの３,７５０円を納付しなければなりません。
　この３,７５０円の保険料を毎月納付しないと４分の３免除が承認されても、保険料未
納期間として扱われてしまいます。

■ 半額免除の場合
　保険料の半額免除というのは、毎月保険料の半額が免除されるものですが、残りの半額の保険料は必ず納めなけ
ればなりません。
　平成24年度では、半額免除を受けると月額７,４９０円が免除され、残りの７,４９０円は納付しなければなり
ません。
　この７,４９０円の保険料を毎月納付しないと半額免除が承認されても、保険料未納期間として扱われてしまい
ます。

■ ４分の１免除の場合
　４分の１免除というのは、毎月の保険料の４分の１が免除されるものですが、残りの
４分の３の保険料は必ず納めなければなりません。
　平成24年度では、４分の１免除を受けると月額３,７４０円が免除され、残りの
１１,２４０円は納付しなければなりません。
　この１１,２４０円の保険料を毎月納付しないと４分の１免除が承認されても、保険料
未納期間として扱われてしまいます。

■ 保険料の納期限
　国民年金の保険料には納期限があります。毎月の保険料は、翌月末日までに納付しなければなりません。
　そして、２年を経過すると時効によって保険料を納めることができなくなります。
　保険料の一部免除を受けた場合でも、残りの免除されていない保険料については、この納期限までに納めなけれ
ばなりません。
　注意してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ● 問い合わせ先　田辺年金事務所　℡ 0739－24－0432
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  住民課　　　　　℡ 23－4904

一部免除を受けたときは残りの保険料の納付を忘れずに
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　健美操は、呼吸・精神・身体の３つの調和を基本とし、
身体のバランスを整え全身の血液の流れを良くするので、
気分も爽快に！
　呼吸を大切にし、ツボなどを取り入れるので足腰に負
担をかけず新陳代謝を高め、体力や免疫力をアップさせ
る体にやさしい体操です。
　どなたでもお気軽に参加してください。

健美操教室のお知らせ

～ 今から始める、簡単・快適・健康生活！！ ～

■ 日時
　 １月16日（水）　午後１時30分～午後３時
■ 場所
　 地域福祉センター ３階
■ 持ち物など
　 運動できる服装・上履き・お茶か水・タオルなど

● 問い合わせ・申し込み先　健康推進課　℡ 23－4905
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美浜町食生活改善推進協議会です

　思春期から健康について正しい知識を持ち「健康は自分でつくるもの」という意識を高め、健康づくりの実践力
を身につけることを目的とし、11月13・14日、松洋中学校２年生を対象に「中学生のための食育教室」を実施
しました。
　生活習慣病について・朝ご飯の大切さについて・ジュースやスナック菓子に含まれる砂糖や油の量などの講義を
した後、町産きゅうりや三尾産ひじきを使ってバランス食の調理実習をしました。

参加生徒のアンケートより

今後、生活で取り組みたいこと
　今回の教室を受け、「今後、生活で取り組みたいこと」
について、約９割の生徒が「あり」と答え、具体的な内容
を挙げてくれました。

食生活・栄養バランスに関すること
調理に関すること
間食に関すること
生活リズムに関すること
朝ご飯に関すること
野菜に関すること
その他

「生活習慣病に気をつける」など

5.5%
5.5%

21.8%

21.8%
14.5%

14.5%

16.4%

「バランスよく食事をする」
「苦手なものもすすんで食べる」
「三食きちんと食べる」など

「健康を考えた料理
をしたい」
「家の手伝い」など

「朝ご飯を毎朝きちんと
食べる」
「朝食のバランスを考え
る」など

「早寝早起き」
「カーテンを開けて朝日を
浴びる」など

「ジュース・お菓子を控える」
「カロリー表示を見て食べる」など

「野菜をしっかりとる」など

あなたの生活リズムは？
朝ごはん食べてる？
寝る時間は？

スポーツドリンクに含まれる
砂糖の量を計ってみよう！

味噌汁は、だしの取り方から
学びます！

材料も自分たちで計測します

いつも食べているお菓子、
ご飯に置き換えると何杯
分になるかな？

こうやったら切りやすいよ♪
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こんにちは 美浜町地域包括支援センターです！

　みなさんが自分らしく過ごせる、良い１年になりますように… （^_^）v
　新しい年を迎えるにあたり、若々しさを保つために、何か取り組みを始めてみませんか？
　今年も地域包括支援センターでは、運動教室や認知症予防教室などみなさんに楽しんでもらえるような介護予防
の取り組みを行っていきます！！
　みなさんが更に元気に年を重ねられるように応援していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

新年明けましておめでとうございます

教室の様子教室の様子
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● 問い合わせ先　美浜町地域包括支援センター　℡ 23－4905

● 問い合わせ先　美浜町社会福祉協議会　℡ 23－5393

１月の教室の日程は、以下のとおりです。
元気はつらつ教室 今月の教室のテーマは「リズミカルに動こう！」です。

＊参加費無料　申し込み等の必要はありませんので、気軽に参加してください。
＊概ね65歳以上の方が対象です。運動しやすい服装でお越しください。

＊参加費無料　申し込み等の必要はありませんので、気軽に参加してください。

地域巡回いきいきサロン 地域での交流を目的に各地区でサロンを行っています。
身近な場所で行いますので、みなさんお誘い合わせお越しください。

日　　　程
21日（月）
28日（月）

場　　　所
中 央 公 民 館
地域福祉センター

午後1時30分～ ボールでエクササイズ

時　　　間 内　　　容

日　　　程
7日（月）
9日（水）
17日（木）
23日（水）
30日（水）

場　　　所 時　　　間 内　　　容

血圧測定
健康教室（吉井 裕恵 運動指導員）

読み聞かせ芝居
ゲーム

午後1時30分～

　「65歳に到達し、一定の障害がある方（※）」は、本人の申請により後期高齢者医療制度に加入することができます。
　加入した場合、現在加入している健康保険（国民健康保険や被用者保険など）の資格は喪失となります。
　また、現在加入している健康保険では保険料が発生しなくなりますが、後期高齢者医療制度において「75歳以
上の方」と同様の保険料が賦課されることになります。
　なお、社会保険などの被扶養者の場合、現在保険料は不要ですが、後期高齢者医療の被保険者になられた場合は
新たに必要となります。

　後期高齢者医療制度への加入を希望の方は、福祉保険課まで相談してください。
　後期高齢者医療制度からの脱退は、本人の申請によりいつでもできます。
　この場合、国民健康保険、健康保険組合などに加入することになります。

● 問い合わせ先　福祉保険課　℡ 23－4950

後期高齢者医療制度のお知らせ

本 の 脇 集 会 場
西 中 会 場
西畜産センター
上 田 井 集 会 場
松原地区公民館

※ 一定の障害とは
　65歳から74歳の方で後期高齢者医療制度の被保険者となることができる障害の程度は、次のようになって
います。
　１．身体障害者手帳１級・２級・３級をお持ちの方
　２．身体障害者手帳４級をお持ちの方で、次のいずれかに該当される方
　　　【身体障害者手帳の４級の一部とは】
　　　　・下肢障害４級１号（両下肢の全ての指を欠くもの）
　　　　・下肢障害４級３号（１下肢を下腿２分の１以上で欠くもの）
　　　　・下肢障害４級４号（１下肢の著しい障害）
　　　　・音声・言語・そしゃく機能障害
　３．療育手帳Ａ１・Ａ２をお持ちの方
　４．障害基礎年金１級・２級の国民年金証書をお持ちの方
　５．精神障害者保健福祉手帳１級・２級をお持ちの方
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